
  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

■令和５年論文式試験 監査論 第１問 問題２ 問２ 

 

 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

監査論の的中問題をご紹介！ 

 

■資格の大原 2023 年合格目標 監査論 論文基礎演習 第４回 第２問 問題３ 

 



  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■令和５年論文式試験 租税法 第１問 問題１ 問２ 

 

 

 

 

 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

租税法の的中問題をご紹介！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標論文応用演習 第４回 租税法 第１問 問題１ 問３ 

 

 

 

 



  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■令和５年論文式試験 企業法 第１問 問題２ 

 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

企業法の的中問題をご紹介！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標 企業法 論文応用演習 第２回 第２問 問題２ 

公開会社である甲株式会社（以下，「甲会社」という。）は，代表取締役をＡとし，監査役Ｂ，

Ｃ及びＤからなる監査役会を設置している。また，甲会社の株主は，総株主の議決権の70％を

保有する株主Ｘ，３％を保有する株主Ｙ及びその他の零細株主で構成されている。この場合にお

いて，次の 問題１  及び 問題２  に答えなさい。なお， 問題１  及び 問題２  は独立した

問題とする。 

 

問題２  甲会社は，Ｘの要請に応じ，Ｘの保有する甲会社株式の一部を有償で取得することとし

た。そこで，甲会社は，取締役会決議により，Ｘからのみ甲会社の株式を取得する議案（以

下，「本件議案②」という。）を決定し，定時株主総会に提出した。そして，定時株主総会

（以下，「本件総会②」という。）において，本件議案②は可決された。その後，本件総会

②の決議は，Ｘ以外の株主が全員本件議案②に反対したものの，Ｘが議決権を行使し，賛

成したことにより可決されていたことが発覚した。この場合において，Ｙが本件総会②の

決議の効力を争う方法及びその効力について論じなさい。なお，甲会社の定款には，自己

株式の取得に関連する別段の定めはないものとする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■令和５年論文式試験 企業法 第２問 問題１ 

 

 

企業法の的中問題をご紹介！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標 企業法 論文直対演習 第３回 第２問 問題２ 

甲株式会社（以下，「甲会社」という。）は，代表取締役をＡとし，Ｂ及びその他３名を

取締役とする公開会社であり，かつ，監査役設置会社である。 

Ａは甲会社の創業者であるが，93歳と高齢であり，また，甲会社に甚大な損害をもたらす

不正な取引に関与しているとの情報があった。そこで，Ａ以外の全取締役及び全監査役は，

早急にＡの代表取締役及び取締役たる地位を剥奪すべきと考えた。この場合において，次の 

問題１  及び 問題２  に答えなさい。なお，甲会社では，取締役会の招集権者を特定の取

締役に限定する旨の定めは設けられておらず，また， 問題１  及び 問題２  はそれぞれ独

立したものとする。 

 

問題２  Ｂは，Ａを取締役から解任する議案を臨時株主総会に提出するため，当該議案の決

定に関する取締役会（以下，「取締役会②」という。）の招集を適法に行った。そして，

Ａを含む取締役及び監査役全員が出席して取締役会②が開催されたが，ＢはＡが本件

決議に関する特別利害関係人に該当するとして決議には参加させず，取締役会②の決

議はＡを除く全員一致の決議により可決された。この場合の取締役会②の決議の効力

について説明しなさい。 

 

■資格の大原 2023 年合格目標 テキスト論文総まとめ p.253 

【支配株主取締役に対する招集通知漏れと「特段の事情」の有無(東京高判Ｈ30.10.17)】 

 一人株主たる取締役又は一人株主の意思決定に大きな影響力を有する取締役（以下，「支配 

株主取締役」という。）が取締役会の審議に与える影響力は，株主の意向が極めて重視され 

るべき事項（会社の経営の基本方針に大きな影響を与える事項）を取締役会において審議す 

る場合には，非常に大きなものがある。支配株主取締役は，実質的に会社の支配権を有し， 

取締役の選任及び解任を実効する直接の権限を有し，これに伴い取締役又は取締役であった 

者に対する責任追及を行うかどうかについても大きな影響力を有するため， その取締役会の 

審議に及ぼす影響力は計り知れないからである。取締役会開催前に取締役の過半数が支配株  

主取締役とは異なる意見を持っていたとしても，また，その意見が強固なものであったとし 

ても，実際の取締役会の議事進行の過程において支配株主取締役の意見が明らかになれば， 

取締役会決議の結果がどのように転ぶかは，全く未知数というほかはないのである。そうす 

ると，支配株主取締役に対する取締役会の招集通知の欠如があった場合に，通知を欠く 

取締役が出席してもなお決議の結果に影響を及ぼさないと認めるべき特段の事情があ 

るとは，考えられない。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■令和５年論文式試験 企業法 第２問 問題２ 

 

 

企業法の的中問題をご紹介！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標 テキスト論文総まとめ p.118 

甲株式会社（以下，「甲会社」という。）は，総資産額が50億円である公開会社であり，かつ

監査役設置会社である。甲会社は，当初は薬品の製造販売事業（以下，「薬品事業」という。）

のみを行っていたが，その品質の高さが評価されて消費者の信頼を獲得し，その後，この信頼

をもとに食品事業にも業務を拡大した。近年は，食品事業の業績が飛躍的に向上し，他方で，

薬品事業の業績は低迷していた。そこで，甲会社の代表取締役Ａは，薬品事業についての打開

策を考えている。 

この場合において，次の 問題１  及び 問題２  に答えなさい。なお，問題１  及び 問題２  

は独立した問題とする。 

 

問題１  Ａは甲会社の薬品製造機械の１つ（以下，「Ｘ機械」という。）を売却し，その売却代

金を薬品事業の損失の補てんに充てようと考えた。そこで，Ａは単独で当該Ｘ機械の

売却を決定し，これをＢに売却した。この場合，当該Ｘ機械の売却の効力について論

じなさい。なお，Ｘ機械の売却は甲会社にとって「重要な財産の処分」（会社法362条

４項１号）に該当するものとする。 

 



  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■令和５年論文式試験 選択科目（経営学） 第１問 問題２ 問４ 

 

 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

経営学の的中問題をご紹介！ 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標論文基礎演習 第１回 問題２ 問１ 

 

問題２   次の文章を読み，以下の 問１ ～ 問３ に答えなさい。 
   ・ 
   ・ 
  

  E.H.シャインは，『組織文化とリーダーシップ』という書籍の中で，組織文化の理解・

解読には，3つのレベルがあることを示した。まず，第 1のレベルとして，  Ｂ が挙

げられる。これはオフィスのレイアウトなど，目に見えやすく表面的なレベルである。

エピソード記述主義による組織文化論は，多くの場合，このレベルの議論にとどまっ

ている。第 2のレベルとして  Ｃ が挙げられる。これは，第 1のレベルの  Ｂ が体

現している意味に該当し，（ア）経営理念や社是・社訓という形で文章化され，可視的な

場合もある。これらに比べて，より深く，かつ不可視的で解読が難しいのが第 3 のレ

ベルの  Ｄ である。これは，組織の大半の成員がもはや当然のことと思い，疑問視

することのなくなった発想法などが該当する。 

 



  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■令和５年論文式試験 選択科目（経済学） 第３問 問題２ 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

経済学の的中問題をご紹介！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標論文直対演習 経済学 第４回 第１問 問題１ 

 



  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■令和５年論文式試験 選択科目（民法）第６問 問題１・問題２ 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

民法の的中問題をご紹介！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格の大原 2023 年合格目標論文応用演習 第３回 民法 第１問  

 

中古車の販売業者であるＡは，2023年４月10日，Ｂとの間で，Ｘ車を100万円で売却する契約(以

下，「本件契約」という。)を締結した。その際，同年４月15日の引渡日においてＡがＢ宅にＸ車

を持参する旨及び同年４月30日にＢがＡに対して代金を支払う旨の合意がなされた。Ａは引渡期

日において，Ｘ車をＢ宅に持参したが，Ｂは，駐車場が確保できなかったとして，受け取りを拒

絶した。そこで，Ａはやむを得ずＸ車を持ち帰ることとなった。以上の事実をもとに，以下の各

問題に答えなさい。なお，各問題及び各小問はそれぞれ独立した問題とする。 

 

問題１   その後，Ａは新たな売却先が見つかったとして，2023年４月25日に，本件契約を解除する

ことができるか。 

 

問題２  問１   代金支払日が到来し，Ａは改めてＢ宅にＸ車を持参したが，それでもＢは受け取り

を拒絶し，代金を支払わなかった。その後，Ａは本件契約を解除することができるか。 

 

問２   ＡがＸ車を自己の店舗で保管中，2023年４月25日にＸ車が滅失してしまった場合，ＢはＡから

の代金支払請求を拒むことができるか。以下の各場合について論じなさい。 

(1)Ａは，自己が所有する販売展示中の他の車については，屋根付きの駐車場に保管していたが，

Ｘ車については屋根のない駐車場に放置していたため，Ｘ車が落雷により焼失した場合。 

(2)Ａは，自己が所有する販売展示中の車と同様，Ｘ車についても屋根付きの駐車場に保管してい

たが，落雷により屋根付きの駐車場そのものが焼失し，Ｘ車も含めて保管されていた車全てが焼

失した場合。 



  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和５年論文式試験 選択科目（統計学）第８問 問題１問４ 

 

公認会計士講座 

令和５年公認会計士論文式試験 

大原の“大当り”ズバリ的中（速報） 

統計学の的中問題をご紹介！ 

 

■資格の大原 2023 年合格目標論文直対演習 第３回 統計学 第２問 問題３ 

 
 


